
 

 

平成 31 年 1 月 24 日 

各  位 

 

 

「2019年グローバルビジネスの展望とASEANビジネス最前線」 

セミナーの開催について 

 

長野県信用組合（理事長：黒岩 清、本店：長野市）は、海外ビジネスセミナー「2019
年グローバルビジネスの展望とASEANビジネス最前線」を開催しますので、下記の

とおりお知らせします。 

セミナーの第一部では、海外の専門家が 2019 年のグローバルビジネスを見通しま

す。また、第二部では、海外展開に積極的に取り組んでいる県内企業 5 社の皆様をパ

ネリストに迎え、パネルディスカッション形式によりASEANビジネスの最前線を探

ります。是非ご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 
 

記 
 

名 称 2019年グローバルビジネスの展望とASEANビジネス最前線 

日 時 平成 31 年 2 月 18 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 5 時 

会 場 長野県信用組合 本店 2 階 大会議室 

内  容 

第一部 
テーマ / 2019 Global Business & Investment Outlook： 

         What Goes Up Will Always Come Down? 
2019 年グローバルビジネス、投資の展望 

～上がったものは必ず下がるのか? ～ 

講 師 / Investment Strategist, UOB Private Bank  

フランシス・タン 氏 
 
第二部 パネルディスカッション 

― ASEAN ビジネス最前線 
～ASEAN 各国の最新動向とビジネス環境 ― 

 
モデレーター / MC International Sdn Bhd(マレーシア)代表取締役 
 スカイキャピタルグループ株式会社(東京)代表取締役

 事業デザイン共創機構 代表

 志村 暢彦 氏  

パネリスト  /  飯山精器株式会社 寺坂 唯史 氏 

(五十音順) 有限会社いろは堂 伊藤 宗正 氏 

 株式会社スポーツフィジカル 宮崎 みゆき 氏 

 株式会社南信精機製作所 片桐 良晃 氏 

 フレックスジャパン株式会社 矢島 隆生 氏 
 

言  語 日英同時通訳 参加費 無料 定員 150 名 

申 込 み 
参加申込書にご記入の上、FAXにて送信または営業店担当者にお渡しく

ださい。 

 



２０１９年グローバルビジネスの展望と 
ＡＳＥＡＮビジネス最前線 

 

 

 

 

 
 

■日時 ：平成３１年２月１８日(月)午後１時３０分～午後５時(午後１２時３０分より受付開始) 

■会場 ：長野県信用組合 本店２階 大会議室 

■定員 ：限定１５０名様     ■参加費 ：無 料     ■言語 ：日英同時通訳 
 
     

 テーマ/ 2019 Global Business & Investment Outlook： 
What Goes Up Will Always Come Down? 

２０１９年グローバルビジネス、投資の展望 

～上がったものは必ず下がるのか? ～ 
講 師/ Investment Strategist, UOB Private Bank 

フランシス・タン氏 
 

 

 

                             
 

パネルディスカッション 
—ＡＳＥＡＮビジネス最前線 

～ＡＳＥＡＮ各国の最新動向とビジネス環境— 
モデレーター/MC International Sdn Bhd(マレーシア) 代表取締役 

スカイキャピタルグループ株式会社(東京) 代表取締役 

事業デザイン共創機構 代表  

志村 暢彦 (しむら のぶひこ)氏 
 

 

 
          

（ 五 十 音

順） 
    

  

 
  

 

飯山精器株式会社 寺坂 唯史 氏

有限会社いろは堂 伊藤 宗正 氏

株式会社スポーツフィジカル 宮崎 みゆき 氏

株式会社南信精機製作所 片桐 良晃 氏

フレックスジャパン株式会社 矢島 隆生 氏

長野県信用組合  

講師のご紹介：ＵＯＢ Private Bank の Investment Strategist（投資戦略家）。アジアをはじめ

国際的な金融機関で、投資戦略家、投資マネージャーとして活躍した経歴がある。かつては

シンガポールの政府機関にエコノミストとして在籍していた。国内外を問わず、活字メディアや

テレビ、ラジオを通じて、英語/中国語の両言語による経済解説を行っている。 Francis Tan 氏 

モデレーターのご紹介：２０１３年に起業し、中小企業のグローバル事業モデルの構築や海外進出支援、および資金関連ソリュ

ーションを展開。神戸市が運営する交流型事業創造サロン「神戸起業操練所」の運営事務局兼コーディネーターを経て、現

在は「事業デザイン共創機構」の代表として、企業の新事業創造や事業成長支援に尽力している。 

第二部  

第一部  

志村 暢彦氏 

パ ネ リ ス ト /
（五十音順） 

【お問合せ】 長野県信用組合 国際業務支援部 ℡０２６-２３３-５６２５ 担当：宮崎、池田
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